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審 査 結 果 の 要 旨 

本研究は、地域の保育所・幼稚園の教師を対象に、発達障害とその疑いのある子どもの

問題行動に対応するための行動的・機能的アプローチに基づく研修プログラムを開発・実

施し、教師の行動理論に関する知識、子どもの行動支援計画の作成と実施、子どもの行動

変容において研修プログラムの有用性を検証したものである。研究の結果、対象とされた

子どもの行動変容は支援計画でターゲットとされた行動だけでなくそれ以外の行動にも般

化し、教師の行動変容に関する知識や機能的なアセスメントに基づくケーススタディーミ

ーティングは、介入終了後１年後も維持した。本論文の内容は、発達障害に対する幼稚

園、保育所ベースの心理社会的介入の実装モデルとして極めて有用な方法であり、我が国

の発達障害幼児の治療ガイドラインにおいて課題となっている地域医療連携システムの発

展に大きく寄与すると考えられ、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


